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　背　景：胃癌に対するロボット支援下胃切除術
（RG）は術後短期成績では，従来の腹腔鏡下胃切
除術（LG）のよい代替法であることが示唆され
ているが，術後長期成績についてはまだ明らかで
ない．本研究では，LGと RGの術後長期成績に
ついて比較し評価した．
　方　法：₂₀₀₅年～₂₀₀₉年に，Severance�Hos-
pital,�Yonsei�University�Health�Systemで胃癌手
術を施行した RG�₃₁₃例，LG�₅₂₄例を対象とし
た，術後長期成績に関する全例コホート解析と
propensity-score�matching（PSM）を用いて患
者背景をそろえたうえでの後ろ向きコホート解析
を行った．
　結　果：全例コホート解析では，RG群で有意
に 年 齢 が 若 く（RG�₅₄.₅歳，LG�₅₉.₃歳，
p<₀.₀₀₁），進行度が高く（pT,�pN,�pStage），胃
全摘術の割合が大きかった（RG�₂₇.₃％，LG�
₁₉.₆％，p＝ ₀.₀₁₀）．RG術後の ₅年全生存率は
₉₃.₃％，無再発生存率は ₉₀.₇％，LG術後はそれ
ぞれ ₉₁.₆％，₉₀.₅％で，有意差を認めなかった．
再発率は RG�₆.₇％，LG�₅.₀％で有意差を認めず，
再発形式も同様であった．RGの死亡および再発
に関するハザード比はそれぞれ ₀.₈₂₈，₀.₉₆₈で
あった．PSMによる解析では，各群 ₃₁₁例が対
象となり，RG術後の ₅年全生存率は ₉₃.₂％，無
再発生存率は ₉₀.₇％，LG術後はそれぞれ ₉₄.₂％，
₉₂.₆％で，有意差を認めなかった．RGの死亡お
よび再発に関するハザード比はそれぞれ ₁.₁₉₄，

₁.₃₄₃であった．
　結　語：手術支援ロボットを使用することで，
手術手技の観点では従来の腹腔鏡手術よりも優れ
ている可能性はあるものの，胃切除術後の長期成
績の改善には寄与しなかった．しかし，低侵襲胃
癌手術におけるロボット技術の応用は，腫瘍学的
に安全な代替法となりうると考えられた．
【コメント】：本論文は，胃癌に対する RGと LG
の術後長期成績に関する大規模な観察研究として
ははじめての報告であり大変興味深い．本研究の
結果では胃癌の術後再発や生存に関する腫瘍学的
長期成績においてロボット手術の優位性は示され
なかったが，著者らが記しているように対象症例
のほとんどが cStageI（全例解析：RG�₈₇.₉％，
LG�₈₆.₇％，PSM解析：RG�₉₇.₇％，LG�₉₇.₄％）
であり，ロボット手術の優位性が推測される，よ
り進行した症例の登録が少ないことを考慮する必
要がある．また単施設の後ろ向き解析であり，早
期胃癌症例が多く再発や死亡といったイベント発
生が少ないこともあり本研究の結果からロボット
胃癌手術の腫瘍学的意義を結論づけるには統計学
的に十分とは言えない．今後，胃癌の外科治療に
おいて手術支援ロボットの普及が見込まれるが，
より進行した症例を含む多施設共同ランダム化比
較試験などの前向き研究による検討が望まれる．
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